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「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.255

　

育
英
高
校（
神
戸
市
）で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
に
励
む
藤
本
巧
太
さ

ん
。
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兵
庫
県
予
選

で
優
勝
し
、
兵
庫
県
最
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た

の
は
小
学
校
１
年
生
。
兄
が
始
め

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
以

来
、
兄
を
超
え
る
こ
と
を
目
標
に

し「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
兄
の

お
か
げ
」と
、
受
賞
の
喜
び
を
一

番
に
伝
え
た
か
っ
た
と
語
り
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は「
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
自
分
に
で
き
る
プ
レ

ー
を
す
る
。
そ
し
て
、
何
か
一
つ
、

誰
に
も
負
け
な
い
プ
レ
ー
を
作
り

た
い
」と
の
こ
と
。
受
賞
の
感
想

を
聞
く
と「
仲
間
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
の
受
賞
。
そ
し
て
、
育
英

高
校
で
プ
レ
ー
さ
せ
て
く
れ
る
両

親
の
お
か
げ
」と
い
う
周
囲
へ
の

感
謝
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
地
元
を
離
れ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
し
て
き
た
こ
と
を
無
駄
に

せ
ず
、
常
に
前
進
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
最

高
の
チ
ー
ム
作
り
に
取
り
組
み

た
い
」と
抱
負
を
語
る
藤
本
さ
ん
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

兵庫県最優秀選手賞受賞
バスケットボールにかける青春

藤本巧太さん（18歳）日高町鶴岡

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲色とりどりのアジサイを楽しむ来訪者

奥赤あじさい祭り
今年もきれいに咲きました！

▲フルートとピアノの演奏

　６月17日、宗
す

鏡
きょう

寺
じ

（出石町東條）で｢第一回宗鏡
寺熊本復興チャリティコンサート｣が行われまし
た。
　熊本県益

まし

城
き

町
まち

生まれの小
こ

原
はら

游
ゆう

堂
どう

住職を中心に、
ボランティアで行われたコンサート。住職は｢復
興には人の力だけでなく、お金だけでもなく、祈
りが必要。皆さんの祈りによって被災地の皆さん
の役に立てたら｣と、あいさつしました。
　約150人が訪れ、ピアノやフルートの演奏、歌
を楽しみました。休憩時間には弘道小学校の児童
も手伝い、おむすびとたくあんの振る舞いも。そ
して、寄せ書きには、一日も早い復興を願うメッ
セージがたくさんつづられました。

宗鏡寺熊本復興チャリティコンサート
祈りの力よ被災地に届け

　６月26日、奥赤区（但東地域）で、第15回奥赤あ
じさい祭り（主催・同実行委員会）が開催され、来
訪者は色とりどりのアジサイを楽しみました。
　｢花のある豊かで美しい地域を作りたい｣と、平
成７年から順次植栽されているアジサイ。今では
約千株が、同区の有志により手入れされています。
　休憩所の公民館では、小

こ

坂
ざこ

区（高橋地区）が餅を
振る舞ったり、資母地区の各団体がコーヒーや焼
き菓子などで来訪者をもてなすなど、地域を挙げ
て祭りを盛り上げていました。
　実行委員長の小西　護さんは｢多くの人に喜ん
でもらえる。もっときれいに咲かせたいとの思い
が、地域に元気をくれる｣と話していました。


